
　編集後記 

■少しずつ、春の息吹が感じられるようになってき
ました。皆様には、ご活躍のことと拝察いたしま
す。あの歴史的な大震災から１年が経ち、それから
の１年に何が変わったのか、今後どう生きるべきか
を改めて考えたりしています。18巻１号をお届けい
たします。2012年は、９月に札幌での学術大会を予
定している都合上、第１号（今号）、第２号（次
号）ともに若干発刊が早くなっております。

■今年2012年はAschoff によるヒトの隔離実験50周
年、Moore, ZuckerらによるSCN破壊実験40周年、
程らによるmPer1のクローニング、Takahashiらに
よるClockのクローニング15周年などに当たるよう
です。他にもこんな発見の区切りの年だ、という情
報がありましたら（たくさんあると思いますが）、
お寄せ下さい。次号で追加したいと思います。

■今号には、例年のように学術奨励賞受賞者の先生
方による受賞論文をお寄せいただきました。2011年
度の学術奨励賞は、多士済々の３名（安藤仁先生、
栗山健一先生、中畑泰和先生）が選ばれ、大変熱く
てユニークなエッセイが盛りだくさんです。是非お
楽しみください。総説も盛りだくさんです。増渕悟
先生には、哺乳類の時計遺伝子の研究について、ご
自身の体験談をふんだんに盛り込んだ、これまたユ
ニークで楽しい総説をお寄せいただきました。郡宏
先生からは、大事だとはわかっているものの、今一
つとっつきにくかったりしがちな、リズム研究にお
ける数理的な解析の勘所を、とても丁寧に解説して
いただきました。数理解析に親しんでいる方にも、
改めて面白く、奥深い解説になっていると思います
ので、ぜひご一読ください。郡先生の総説は次号に
も続きます。そして、本間研一先生からは、時間生
物学の歴史（世界編）についての貴重な総説を御寄
稿頂きました。まさに世界をまたにかけた歴史の証
人であり、かつ第一線の研究者としての本間先生な
らではの視点からみた時間生物学の経緯を、人間ド
ラマのあやも含めて活写してくださっています。

■今号の表紙は、生命（とくに植物）をテーマに精
力的に活躍している現代美術家で写真家の山本渉さ
んに、キルリアン（放電）写真をご提供いただきま
した。一見、なにかの発光・蛍光レポーターを使っ
た生物学写真のようですが、植物の葉をフィルムに
載せ、導電体で挟みながら電場をかけ、感光させる
というテクニックで撮影されています。その際、ど
のように挟むのか、その手加減でずいぶん違ったイ
メージが得られるそうです。ですから、植物自身の
営みを科学的に捉えた写真というよりも、植物に対
して自分がどのように介入しているのかを、物質的
に捉えた写真であるという側面を意識して作品化し
ておられるそうです。最近行われた個展で観た実際
の作品では、高品質のプリント（すべてアナログ
の、手焼きのモノクロ銀塩プリント）の見事な発色
や、偶発的な傷までが非常に美しく、「生命を探究
する芸術」の新たな表現を見ることが出来ました。
このシリーズは、時間切片を切り取る写真ですが、
山本さんの写真には、放電の劇的な瞬間が鮮烈に刻
印されているにもかかわらず、「生命をどのように
対象化するのか」ということも含めて詩情と物質性
をゆったりと感じさせてくれるようで不思議な魅力
があるように思います。ユニークな「作者のこと
ば」も含めて、ご堪能頂ければと存じます。山本さ
んは、所属する美術大学の写真用暗室を、バイオ
アートの簡易実験室に組み替えるプロジェクトも手
掛けていて、これからのご活躍がますます楽しみで
す。
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